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＊掲載希望の人は情報管理課までご連絡ください。
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の
溝
が
埋
没
し
た
時
代
を
推
定
で
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
大
規
模
な
溝
が
な
ぜ
こ
の
場
所
に
作
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。「
友
岡
」
の
名
は
明
治
時
代
以
前
は

「
鞆と

も
岡
」
と
書
き
、
例
え
ば
平
安
時
代
の
文
献
に
「
乙
訓

郡
鞆
岡
郷ご

う
」
と
し
て
そ
の
名
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
鎌

倉
時
代
の
文
献
に
は
「
鞆
岡
庄し

ょ
う」

と
い
う
荘
園
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
場
所
は
、

小
字
（
町
村
内
の
地
名
）「
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
現
状
で
は
ま
だ
資
料
が
不
足
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

地
に
鎌
倉
時
代
の
鞆
岡
郷
や
鞆
岡
庄
の
中
心
が
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
今
回
発
見
さ
れ
た
大
規
模
な
溝
は
、
鞆
岡
郷
な

い
し
鞆
岡
庄
に
関
係
す
る
有
力
者
の
屋
敷
跡
を
区
画
す
る

防
御
的
な
施
設
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
13
年
の
秋
、
友
岡
二
丁
目
で
行
わ
れ
た
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
、
東
西
方
向
の
大
規
模
な
溝
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
溝
は
幅
４
!
、
深
さ
１
・
１
!
で
、
断
面
の
形
が
逆

台
形
を
し
た
立
派
な
も
の
で
す
。
こ
の
場
所
の
西
側
と
南

側
で
は
、
昭
和
56
年
に
も
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
も
大
規
模
な
南
北
溝
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

溝
の
規
模
や
断
面
形
態
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭

和
56
年
調
査
の
南
北
溝
が
東
へ
折
れ
曲
が
っ
て
、
今
回
の

東
西
溝
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
昭

和
56
年
の
調
査
で
は
、
東
側
に
も
う
一
本
の
南
北
溝
が
発

見
さ
れ
て
お
り
、
東
西
約
43
!
の
範
囲
が
大
規
模
な
溝
で

区
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
南
北
溝

か
ら
は
鎌
倉
時
代
後
半
の
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
一
連

"
平
成
13
年
調
査
の
溝
（
西
か
ら
）

幅
４
#
、
深
さ
1.1
#

▲調査地周辺の航空写真（14年3月撮影・上が北）
右下の斜線が調査地、赤色が見つかった溝、
青紫色は大規模な区画溝の想定範囲
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西村 茉莉江
ま り え

ちゃん
（2歳1カ月）

天神三丁目

＜ママから一言＞　パパと二人のお兄ちゃんが待ち望ん
で生まれた待望の女の子です。でも、性格は男の子。両
方いるみたいでママは大喜び。

＜両親から一言＞　よく笑い よく泣く美空ちゃん。近
ごろはおしゃべりも上手になり、みんなを楽しませてく
れます。これからも元気に育ってね。

河合 美空
み く

ちゃん
（2歳4カ月）

井ノ内下印田


